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頁 頁

1 文化芸術振興計画管理 31 レファレンスサービス事業

2 芸術文化の祭典事業 32 視覚障がい者読書支援事業

3 童謡まつり事業 33 読書推進事業

4 コンサート事業 34 青少年活動支援事業(わくわくフェスタ)

5 公共施設美術品展示事業 35 青少年活動支援事業(コスモックスまつり)

6 古賀駅美術館事業 36 青少年活動推進事業(アート教室)

7 アート・バス事業 37 青少年音楽活動支援事業

8 文化力向上事業 38 リーパスカレッジ

9 コレクション展事業

10 企画展

11 自然史・歴史講座 40 介護予防支援センター(りん)管理運営事業

12 子ども歴史講座事業 41 地域介護予防音楽活動支援

13 ナイトミュージアム＆ライブラリー事業 42 地域活動支援センター(ゆい)管理運営事業

14 歴史資料館見学事業 43 乳幼児親子居場所提供事業

15 歴史資料館パスポート事業 44 乳幼児親子相談事業

16 聞き取り調査事業 45 乳幼児絵本との出会い促進事業

17 船原古墳パネル展

18 出張歴史資料館事業

19 特集展示事業

20 船原古墳等公開活用事業

21 船原古墳等調査整備事業

22 遺跡発掘等事業

23 図書館まつり事業

24 読書活動促進事業

25 セカンドブック事業

26 小学１年生向け冊子配付事業

27 学校図書館・公共図書館相互貸借事業

28 視聴覚資料利用促進事業

29 読み聞かせ促進事業

30 地域文庫・読書ボランティア支援事業

39
介護予防・生きがいづくり支援事業(しゃん
しゃん)

目　次

事業名 事業名



令和4年度文化芸術事業報告書

長期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

開催日

・古賀市の文化行政に係る事案について(古賀市文化芸術振興計画、同アクションプラン、その他課題等)古賀市文化
芸術審議会に諮問し、答申を受ける。
・答申を受けて作成した古賀市文化芸術振興計画、同アクションプラン等について、周知をはかる。
・第1期計画が令和5年度末にて期間満了をするため、第2期計画策定に向けて審議中である。

協議事項

諮問　第2期古賀市文化芸術振興計画策定について

第2期古賀市文化芸術振興計画策定について

第2期古賀市文化芸術振興計画策定について

諮問　第2期古賀市文化芸術振興計画策定について

諮問　第2期古賀市文化芸術振興計画策定について第1回文化芸術審議会

会議名

第2回文化芸術審議会

第1回文化芸術審議会専門部会

第2回文化芸術審議会専門部会

第3回文化芸術審議会

令和4年11月17日(木)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

課題 第1期計画の総括を踏まえ、第2期古賀市文化芸術振興計画の策定を進める。

令和5年2月9日(木)

令和4年12月27日(火)

令和4年12月25日(日)

内容

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

令和4年8月18日(木)

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

参加人数 - 担当課 文化課文化振興係

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

新聞 その他(

区分
(複数可)

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 シニア世代

全年齢 その他

目的
・文化芸術振興計画を様々な機会に啓発を行い、文化芸術に関する意識啓発を行う。
・古賀市文化芸術振興条例に基づき、文化芸術審議会を設置し、古賀市文化芸術振興計画の進捗管理を行
い、古賀市の文化芸術振興を図る。

日時 - 会場 -

文化芸術振興計画管理

計画
該当
項目

環境づくり -
本計画をさまざまな機会に啓発を行い、文化芸術に関する意識啓
発を行います。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

長期

短期

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

内容

参加者
等感想

成果

課題
・出展者の作品の「プロ級」等のアンケートもあり、出展者の作品の技術向上、続けていくことの素晴らしさ、大切さ等を感じて
いただけた美術展になった。
・プログラムにより入場者の増減の差が例年以上に大きいことから、編成等に課題がある。

・昨年に引き続き、舞台は換気や消毒など、感染症対策を講じた上で実施した。
・文化力向上事業で制作した子どもたちの作品展示が好評で、そのために会場を訪れる家族も多くおり、その方々が他の文化作品
に新たに触れる機会になったと考える。

・【舞台芸能】コロナ禍ですが、万全な対策が行き届いており、ゆっくり見ることができました。
・【舞台芸能】非常に良かった。コロナの中での頑張りに励まされました。
・【芸術】書や焼き物、ステンドグラス等いろいろな作品があって楽しめました。
・【芸術】子どもたちの作品をこのような場所に展示してくださりありがとうございます。

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

福岡県立玄界高等学校邦楽部、AN FeeD、おかはちウクレレ古賀サロン、古賀市半面会、リコーダーコンソー
トたんぽぽ、Ring oo Ding Famly、結杏～和を紡ぐ～、舞オカリナ教室、子どもバレエクララ、よさこい古
賀連、ユカリクラシックバレエ、劇団 DAICOON、クリスタルダンスサークル、舞の里おやじバンド、古賀
キッズブラス、Ring ∞ Ding Family、香雲堂吟詠桜峰会、ばらの会、古賀三線島唄会、箏曲糸の会、日本民
謡大久保会、啓峰今会古賀支部、舞の里エトワールバレエ、女声コーラスコールウィング、日本歌謡連盟、
吉住歌謡教室、MUSA MUSIC、クロスパルこが和太鼓教室、和太鼓OTO・GATARI、神伝真正早渕流剣詩舞道、メ
ロディ缶、鶴洲流福岡吟詠会、ハラウ フラ オ マカナアロハ、大正琴・アンサンブルポピー、舞の里エト
ワールバレエ、古賀マンドリンクラブ、にこにこシャスダンス、絞楽・津軽三線、あすかダンスサークル、
妻駒会、三千久賀会、絃楽・たのしみ三味線、ミュージカルオペラKi、Halau Hula O Hana aloha、Zea-L、
三線バンドシーサーズ

古賀市で活動する文化芸術活動団体の発表会として、新型コロナウイルス感染症対策をとりながら、展示
を５日間、舞台演技披露を３日間実施。

芸術

芸能

11月2日
～

11月6日

11月3
・5・6日

[絵画の部]洋画の会　[写真の部]写真クラブ写団こが　[書道の部]さざなみ会、楡の筆、渋田硬筆ペン習字
教室　[陶芸の部]陶芸同好会(水曜会)、陶芸同好会(木曜会)、古賀陶友会　[工芸の部]彩り工房、糸かけ工
房ひかり～な、員友の会、Dic Spitsenworkhaus 加那、木エクラブ、プリザミーマ　[盆栽の部]古賀市花卉
盆栽同好会　[いけ花の部]池坊の会、小原流 瑞穂会　[囲碁の部]囲碁大会(古賀市囲碁同好会)
[文化力向上事業作品展示]青柳小、古賀西小、舞の里小、古賀北中　[古賀の宝見つけた]加藤誠一

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

HP及びTwitter ポスター及びチラシ

新聞 その他(

外部発信
(複数可)

区分
(複数可)

コロナ
の影響

シニア世代子育て世代 

その他

学生(小中高大)

全年齢

幼少期(就学前)対象
(複数可)

参加人数 来場者数　芸能：2,627人　芸術：680人 担当課 文化課文化振興係

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

広報及び行事予定表

目的

日時

・古賀市で文化芸術活動をおこなう個人や団体を積極的に活用し、古賀に根付く多彩な文化芸術の魅力を
発表・鑑賞・体験・発信する機会を提供する。
・伝統的な芸能・芸術の技能、能力、知識を、発信、伝承、還元するための機会の充実を図る。
・発表する機会を提供し、日々の活動を促すことで、文化芸術の根付きを促進する。

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

子どもたちが文化芸術に親しむ機会を学校と連携を図り、提供し
ます。

会場下記のとおり
リーパスプラザこが中央公民館大ホール・ホワイエ

リーパスプラザこが歴史資料館ギャラリー・中会議室

人にやさしいまちづ
くり

人にやさしいまちづ
くり

計画
該当
項目

古賀市の新しい魅力を興す

古賀市の新しい魅力を興す

芸術文化の祭典事業

古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。

文化芸術活動を行う個人や団体を、行政が行う事業に積極的に活
用します。

リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす

古賀市の個性を起こす

古賀市の個性を起こす

宝を伝える

宝をいかす

宝をみつける
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

長期

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題
・新型コロナウイルス感染症拡大防止による事業の中止から、3年ぶりの開催となる今回は、例年と比
べ、出演団体及び来場者数の減少が見受けられる。
・今年度も多くの来場者があったことから、駐車場対策を必要と考える。

公募により、エントリーした各団体が童謡の演奏・歌を披露する他独唱コンクールを実施。
なお、当日のステージのバックボードは古賀竟成館高等学校の美術部が作成。
独唱コンクールにおいては、表彰式を実施。

出演団体

庄ひかりこども園・暁の星幼稚園・NPO 法人 古賀新宮子ども劇場・コーラス コールま
つぼっくり・リトミックサークルいちごみるく・女声コーラス・アマービレ・女声コー
ラス コールウィング・絃楽たのしみ三味線・津軽三味線・桜草・古賀キッズブラス・
筝美会・結杏～和を紡ぐ～・舞の里バディ保育園・天照幼稚園・古賀市コッコの会・ハ
ンドベル カトレア・メロディ・芳賀 史江・舞オカリナ教室・エコーすみれ・君に届け
たい愛のコンサート・古賀マンドリンクラブ・たけのこ文庫　　全23団体

内容

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・子どもの声は心が弾みます。
・琴美会の琴と尺八の合奏が良かったです。
・コロナのせいで仕方ないですが、もう少し宣伝していただきたいです。

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・スクリーンに古賀竟成館高等学校美術部の紹介があり、バックボード作成のPRにもなり、好評であった。
・表彰式における来賓挨拶の簡略化を図り、進行全体について大きく遅延することもなくスムーズに行えた。
・出演者について、幅広い年齢層の出演であることに加え、独唱・合唱・楽器演奏・日本舞踊・バレエ・演劇等多種
にわたる演目に、多くの来場者が満足いただけた様子である。

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数
出演者数：1,234人
来場者数：2,103人

担当課 文化課文化振興係

シニア世代

全年齢 その他

目的
・出演する市民を公募することで、受け継がれてきた童謡の魅力を幅広い世代に伝える。
・子どもたちにも童謡を発表・鑑賞する機会を提供し、日本に根付く童謡を次世代へ引き継ぐ。

日時 令和5年2月26日(日) 会場 リーパスプラザこが中央公民館大ホール

童謡まつり事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
文化芸術活動を行う個人や団体を、行政が行う事業に積極的に活
用します。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

長期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

人数 人数

49人 54人

42人 31人

76人 73人

71人 45人

69人 43人

93人

日付 出演団体 日付 出演団体

古賀マンドリンクラブ・ミュージカルオペラK.I

大正琴アンサンブルポピー・結杏　～和を紡ぐ～

三線バンド　シーサーズ・箏曲　糸の会

Ring ∞ Ding Family・歌声広場(田上良二)

古賀三線島唄会・藤山泰三・フラ同好会

2月18日

3月11日

10月15日

11月19日

12月17日

1月21日

8月20日

9月17日

Halau Hula O Hana Aloha・絃楽　たのしみ三味
線・絃楽　津軽三味線

古賀キッズブラス・高坂明子・女声コーラス コー
ルウイング

古賀BGバンド・日本民謡大久保会・みなみ三郎

ユカリクラシックバレエ・劇団DAICOON

舞オカリナ教室・カクレガ　シャンソンクラブ

佐々木よよぎ・江口輝代・Largo・おかはちウクレ
レ古賀サロン

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

課題
・入場者の多くがリーパスプラザこがの周辺の方で、古賀東中学校区の方が少ないことから、開催会場の
検討が必要。
・入場者の年齢層で、若年層が少ないため、PR活動が必要。

カフェで聞くように、気軽にリラックスしながら聴け、参加者同士が交流できるコンサートを実施する。
出演者は市内で活動する文化団体とする。

5月14日

6月18日

7月16日

内容

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・全部素敵なコンサートでした。ありがとうございました。
・コロナ渦の中、毎月開催していただいてありがとうございます。家から出ることが少ない昨今、楽しみ
です。

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・コロナ禍にありながら密にならないよう、客席の間隔を空ける、検温消毒を行うなど、新型コロナウイ
ルス感染防止に努めながら実施することができ、来場者そして出演者から喜びの声をいただいた。

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

参加人数
出演団体：28(216人)

入場者数：645人
担当課 文化課文化振興係

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

新聞 その他(

区分
(複数可)

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 シニア世代

全年齢 その他

目的
・生の演奏を気軽に、定期的に、身近で発表・鑑賞する機会を提供し、潤いある文化都市を目指す。
・古賀市で文化芸術活動をおこなう個人や団体を積極的に活用し、古賀に根付く多彩な文化芸術の魅力を
発表するとともに、その鑑賞の機会を提供する。

日時 下記のとおり 会場 リーパスプラザこが交流館多目的ホール

コンサート事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
文化芸術活動を行う個人や団体を、行政が行う事業に積極的に活
用します。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。
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令和4年度文化芸術事業報告書

長期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

月 内容 月 内容

4月 絵 10月 絵

5月 絵 11月 写真

6月 絵 12月 写真

7月 工芸 1月 版画

8月 絵 2月 写真

9月 絵 3月 写真

糟屋地区美術展　奨励賞

受賞内容受賞内容

糟屋地区美術展　奨励賞

糟屋地区美術展　糟屋地区教育委員会賞

糟屋地区美術展　奨励賞

糟屋地区美術展　奨励賞

糟屋地区美術展　糟屋地区市町長協議会賞

2021年MOA美術館古賀市児童作品展大賞

糟屋地区美術展　糟屋地区教育委員会賞

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・前年度または今年度にすばらしい成績を残された方の作品を１ヶ月ごとに展示することで、来場する人
に飽くことなく優秀な作品を鑑賞してもらえた。
・前年度と比べSNSで周知も図り、作品を見る目的で、市役所を訪れる人もいた。

糟屋地区美術展　糟屋地区議長協議会賞

糟屋地区美術展　奨励賞

糟屋地区美術展　奨励賞

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

課題 ・上記の美術展以外の受賞作品も展示対象に入れるべきか等検討する。

近隣で開催された美術展で受賞した古賀市民の作品を展示。市民や職員が頻繁に行き交う空間に展示する
ことで、古賀市が誇る文化芸術作品の発表の場となると共に、市民がよりクオリティの高い作品を身近に
鑑賞できる機会の提供にもなっている。基本的に１ヶ月ごとに作品を入れ替える。

内容

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

2021ふくおか県障がい児者美術展

参加人数 - 担当課 文化課文化振興係

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

新聞 その他( 教育委員会Facebook

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 シニア世代

全年齢 その他

目的
・市庁舎市民ホールに絵画等の展示を行い、潤いのある空間を演出し、文化芸術振興を図る。
・文化芸術資源の活用をし、古賀市の魅力を市内外に伝えられるよう積極的に発信する。

日時 - 会場 古賀市役所　市民ホール

公共施設美術品展示事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
文化芸術活動を行う個人や団体を、行政が行う事業に積極的に活
用します。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。
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令和4年度文化芸術事業報告書

長期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

月 内容 月 内容

4月 10月 -

5月 11月

6月 書道 12月

7月 写真 1月

8月 2月

9月 3月

課題 ・現在は市で団体に依頼を行っているが、公募ができないか等の検討を行う。

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・古賀市民の作品を１ヶ月ごとに展示することで、古賀駅利用者にひろく作品を鑑賞してもらえた。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

-

小野校区写真コンテスト

写団こが　作品展

家庭倫理の会

文化力向上事業作品展示(青柳小学校)

文化力向上事業作品展示(舞の里小学校)

文化力向上事業作品展示(古賀北中学校)

絵 MOA美術館古賀市児童作品展
文化力向上事業作品展示(古賀中学校)

文化力向上事業作品展示(古賀東中学校)

絵

絵

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

古賀市の玄関口である古賀駅階段に設置している掲示板に月替わりで市民の作品を展示することで、潤い
ある空間を創出するとともに、駅を利用する市内外の方々に古賀市の文化をアピールする。

内容

写真

受賞内容 受賞内容

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

参加人数 - 担当課 文化課文化振興係

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

新聞 その他( 教育委員会Facebook

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 シニア世代

全年齢 その他

目的
・古賀駅に絵画等の展示を行い、潤いのある空間を演出し、文化芸術振興を図る。
・文化芸術資源の活用をし、古賀市の魅力を市内外に伝えられるよう積極的に発信する。

日時 - 会場 ＪＲ古賀駅

古賀駅美術館事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
文化芸術活動を行う個人や団体を、行政が行う事業に積極的に活
用します。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題 ・鑑賞により興味を持った参加者へ描画へのアプローチができないか検討する。

内容
古賀市内には美術館がないため、古賀市内の就学前児童及び小中学生(参加希望者)をバスに乗せて、近隣
の美術館に連れて行き、本物の芸術に触れる機会を創出する。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・いろんなてんじ物があった。ふしぎな絵などもあった。たのしかったのでまた行きたいです。
・はじめてびじゅつかんにきたのでいろいろなさくひんがあっていいなと思いました。またいきたいで
す。

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・福岡市美術館のボランティアと一緒に「対話型鑑賞」と参加者各自で見て回る「自由鑑賞」を行うこと
で、参加者の豊かな感性をはぐくみ、新しい発見や感動を与える機会につながった。
・本物の美術品をみる、知るを通して、文化芸術への関心向上につながった。

新聞 その他( 教育委員会Facebook

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 17人、ボランティア：5人 担当課 文化課文化振興係

シニア世代

全年齢 その他

目的
年中、年長児童及び小中高校生が対象。古賀市に美術館がないことから、福岡近郊の美術館へバスで赴
き、本物の芸術に触れることで豊かな感性を育み、新しい発見や感動を与える機会を創出する。

日時 11月26日(土)　9時～12時35分 会場 福岡市美術館

アート・バス事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝を見つける
教育機関との連携を図りながら、子どもたちの視点を大切にした
文化芸術活動を目指します。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたちが文化芸術に親しむ機会を学校と連携を図り、提供し
ます。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

長期

短期

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

72人 49人

49人 17人

9月28日、29日

10月8日古賀北中

青柳小古賀西小

舞の里小

・自らの絵が展示されることによる自己肯定感の向上
・古賀市芸術文化の祭典事業の若年層の来場者増加
・一般来場者が子どもたちの絵にふれる機会の創出
・古賀市文化協会との共働事業による団体力の向上

・寄贈作品の有効活用及び赤星夫妻についての周知
・子どもたちが「本物の絵」に触れる機会の創出
・絵の鑑賞を介した意見交換を通じての多様性の受容
・絵を描くことに対する楽しさの実感

古賀市芸術文化の祭典 11月2日～6日

古賀駅美術館 1月～4月

課題
・ゲストティーチャーの負担軽減
・作品運搬等のための人的確保
・将来的に文化協会への委託事業への移行を見込んだ共働体制の構築

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたちが文化芸術に親しむ機会を学校と連携を図り、提供し
ます。

鑑賞
・

制作

小中学校の図工等の授業や中学校美術部の活動に、赤星夫妻の絵を出張展示することで、子どもたちが地元作家を知
るとともに優れた芸術作品に触れる機会を創出。併せて古賀市文化協会との共働事業と位置づけ、協会会員をゲスト
ティーチャーとして派遣し、学校の授業では学べない技術的な指導を行うもの。さらに児童生徒が作成した作品につ
いて、古賀市の事業や施設の中で発表の場を設けるものとする。「鑑賞」「制作」「展示」の工程を１事業の中で連
動させることにより、鑑賞のみ等単体の事業と比して、より高い効果を見込むものである。

内容

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

【実施校アンケートより】
・生で芸術作品を鑑賞し、子どもたちの様々な感じ方を知ることができました。時間いっぱい目を輝かせて取り組む
姿をたくさん見ることができ、嬉しく思います。
・子どもたちも初めての体験でとても楽しそうでワクワクしていました。貴重な経験をありがとうございました。
・子どもたちにとって「本物」に触れる機会は本当に貴重です。

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

展示

美術部

5年生

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

8月23日、24日

8月30日、31日5年生

5年生

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

参加人数 のべ187人 担当課 文化課文化振興係

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

新聞 その他( 教育委員会Facebook

区分
(複数可)

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 シニア世代

全年齢 その他

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

目的 子どもたちの文化芸術への関心向上を狙いとする。

日時 下記のとおり 会場 下記のとおり

文化力向上事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
教育機関との連携を図りながら、子どもたちの視点を大切にした
文化芸術活動を目指します。

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
文化芸術活動を行う個人や団体を、行政が行う事業に積極的に活
用します。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

■関連イベント「孝さん、信子さんの作品をミルシルエガク」

課題 学芸員など専門職員がいないので、作品の説明などは困難である。

内容

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・名前は聞いていましたが、展覧会で絵を観るのは初めてです。油彩も良いですが、水彩の美しさに惹かれます。今
後もお願いします。
・美術館等での大きな展覧会でしか赤星作品を見たことがなく、偶然手にしたチラシでまとまった数の作品を見るこ
とができて良かったです。またの開催を楽しみにしています。ありがとうございました。
・県立美術館、新天町(天神)セルなど何回も観ています。古賀は地元なので、ゆったり鑑賞できました。

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

第5回のコレクション展では、来館者は811人となり、これまで開催した時よりも高い数字となっている。来館者の内
訳として、約半数が40代以下、市内在住を占めている。これは市内における赤星夫妻の認知度が高まり、また、ウィ
ズコロナが広まっている中での開催だったため、対策をして鑑賞を楽しもうと来館いただいたと思われる。引き続
き、幅広い世代に気軽に芸術作品に触れていただける機会をつくっていくべきと考える。

遺族より寄贈された絵画を中心に、古賀市を代表する作家である赤星孝氏、信子氏の作品24点を展示。併せて、福岡
県立美術館学芸員をお招きして、関連イベントを実施。

①赤星孝氏・赤星信子氏の生涯と作品について知る「スライドトーク」、②二人の絵を体験する
「ワークショップ」の実施

子ども～大人：29人

内容

子ども～大人：20人/9組②10時～12時①10時～11時

新聞 その他( 教育委員会Facebook

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 811人 担当課 文化課文化振興係

シニア世代

全年齢 その他

目的
古賀市を代表する画家である赤星孝氏、信子氏の展覧会を開催することで、作品の素晴らしさをひろく
知ってもらうきっかけにするとともに、本物の美術作品に触れる機会を提供する。

日時 令和5年1月28日(土)～2月26日(日) 会場 リーパスプラザこが歴史資料館ギャラリー

2月11日(土)

講師

日時・参加人数

高山百合氏(福岡県立美術館学芸員)

コレクション展事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題
・企画展図録の校正が十分にできず、シール貼付をした。図録に限らず、印刷物の校正期間をもっと設け
る。

内容

【テーマ】『鹿部山発掘５０年』展

　令和4年は、1972年に鹿部山遺跡群の発掘調査が行われてちょうど50年を迎える。鹿部山の大規模な住
宅開発をきっかけに、古賀市域での住宅整備が進み、人口も増加し、1997年の市制施行につながってい
る。　その後も鹿部山周辺は宅地整備が進み、この50年で大きく変容することになった。
　企画展では、鹿部山とその周辺地域の50年の変容を、歴史的な資料や発掘調査の資料とあわせて紹介し
た。展示品は、古賀市所蔵資料のほか、皇石神社所蔵資料、宗像高等学校所蔵資料などを借用・展示し
た。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・自分が住んでいたところが元は田んぼで近くの山が削られて出来ているのを知っておどろいた。
・鹿部山の昔からの経緯がわかる。弥生時代の生活が鹿部山を中心に行われていたと思いをはせる事が出
来た。
・発掘品の解説や土器が出た層とその土器等の変遷がわかり易く掲示されていた。鹿部の土器群初めて見
れた。

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・アンケートの感想で、「日吉遺跡があったことにびっくりした」「鹿部山が3峰あったことを初めて
知った」など、企画展を通して郷土の歴史への理解が深まったことがわかる。
・出土品を多く見ることができてよかったと好評だった。

新聞 その他( 教育委員会Facebook

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 1,205人 担当課 文化課文化振興係

シニア世代

全年齢 その他

目的 市民が歴史、民俗、博物、考古について学ぶ機会を提供する。

日時
7月16日(土)～8月28日(日)

10時～18時
歴史資料館の休館日を除く

会場
リーパスプラザこが

歴史資料館ギャラリー

企画展

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

長期

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

■第1・2・3回　講座「船原古墳講座【初級編】」

7人

9人

16人

■第4回　講演会「鹿部山遺跡の調査とその時代」　※企画展関連事業

48人

■第5回　第22回市民ウォーキング「古賀を歩こう！鹿部山発掘50年記念ウォーク」（6kmコース）　※企画展関連事業

■第6回　現地学習「色姫の里宗像氏の遺跡をめぐる」

31人

色姫の墓（古賀市）、宗像大社や宗像氏貞公墓所などの宗像氏貞に縁のある地（宗像市）を見学した。

130人（内訳…5㎞コース：62人、6㎞コース：27
人、9㎞コース：41人）

木村幾多郎さん（元大分市立歴史資料館長）

令和4年10月1日(土)

令和4年8月7日(日)

令和5年3月8日(水)

14時～16時

企画展でとりあげた遺跡をめぐるウォーキングを実施（生涯学習推進課との共同事業）。 5km、6km、9kmの3
コースのうち、6kmコースのみ歴史資料館長のガイド付き。

・講師

受付：8時30分　スタート：9時～(AM終了)

鹿部山遺跡の調査についての講演をしていただいた。

リーパスプラザこが交流館多目的ホール

9時～16時30分

・日時

・内容

・会場

・参加人数

【第1回】

【第2回】

【第3回】

リーパスプラザこが歴史資料館中会議室

第1・2回は、船原古墳と船原古墳の外部土坑より出土した遺物についての講義を実施。 第3回は、ミニ・シ
ンポジウムを実施。

14時～16時

14時～16時

14時～16時

・内容

・参加人数・日時

・会場

・内容

課題 ・自然や歴史伝承活動推進のため、より広く周知をする。

内容

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・少しだけ知識はあったが要点を分かりやすく話してもらい良かった。馬具7頭分や当時金メッキの技術があったことなど驚きが
あった！今後の報告を期待したいです。（船原古墳講座）
・鹿部のロマンを体験豊かに聞かせていただきありがとうございました。（講演会）
・知らないことばかり驚きの連続でした。山城が沢山ありました。宗像家、山田地蔵尊や承福寺などのいわれを知り、もっと知り
たいと思いました。立花家のことも知りたいです。薦野増時の展示を見学に参ります。（現地学習）

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・アンケートから、船原古墳への関心度が「高まった」と回答した方が7割いた。本講座を受講したことで、船原古墳の興味・関心
がさらに高まったとわかる。（船原古墳講座）
・アンケートの感想欄で、体験談ならではの話がきけてよかったとあった。発掘調査の成果や苦労話など、講演を通してふるさと
「古賀」を知っていただけた。（講演会）
・文化課（企画展「鹿部山発掘50年」展）と生涯学習推進課（市民ウォーキング）の共同事業として「鹿部山発掘50年記念ウォー
ク」を実施。夏に企画展を開催、秋にウォーキング（現地学習）を行ったことで、参加者の学びがより深まった。（市民ウォーキ
ング）
・アンケートから、全体の90%が本講座を「良い」と回答した。また参加者全員が「また参加したい」と回答したことから、とても
好評だったことがわかる。（現地学習）

令和4年7月2日(土)

令和4年6月18日(土)

令和4年5月28日(土)
・日時、
　参加人数

・内容

・日時 ・参加人数

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

参加人数 下記のとおり 担当課 文化課文化振興係

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

新聞 その他( 教育委員会Facebook

区分
(複数可)

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 シニア世代

全年齢 その他

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

目的 市民が自然、歴史について学ぶ機会を提供する。

日時 下記のとおり 会場 下記のとおり

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

自然史・歴史講座

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
文化芸術活動を行う個人や団体を、行政が行う事業に積極的に活
用します。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

長期

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

■第1回　「勾玉づくり」

小学生　10人

■第2回　「杏葉づくり」「勾玉づくり」

■第3回　「古賀の遺跡を探検しよう」

■第4回　「縄文土器をつくろう」

■第5回　「古代食ってなあに？」

課題 ・子どもたちにより歴史に興味を示してもらえるよう、事業の体験内容や参加人数、周知方法など改善する。

内容

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・昔、日本で使われていた勾玉を作ることができて楽しかった。アクセサリーを通してその時代の文化を知ることができました。
（勾玉づくり）
・歴史はあんまり興味がなかったけど、今日の古賀の遺跡を探検で少し興味がわいた（現地学習）
・いろいろな文化が受け継がれていることを知って、調べてみたいと思った。（土器づくり）
・昔の人のくらしは、とても大へんだったと思いました。（古代食づくり）

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・歴史資料館展示室の勾玉見学を行ったことで、歴史資料館や郷土の歴史をより知ってもらうことができた。（勾玉づくり）
・体験学習を通して、船原古墳と郷土の歴史への興味・関心を高めることができた。（杏葉づくり・勾玉づくり）
・見学した遺跡の中でも船原古墳の認知度が最も高かった。今後も周知に努める。（現地学習）
・講座を通して、歴史をもっと知りたいと思った参加者が7割いたことから、参加者の郷土の歴史への興味・関心を高めることがで
きた。（土器づくり）

・日時 ・参加人数

・内容 歴史資料館長による勾玉についての講義及び体験（勾玉キットで勾玉づくり）を行った。

5月7日(土) 14時～16時

・会場 リーパスプラザこが歴史資料館中会議室

・日時、
　参加人数

・会場 リーパスプラザこが歴史資料館中会議室

・会場 リーパスプラザこが交流館102工芸室

・内容
歴史資料館長による土器についての講義を行った後、古賀市陶芸同好会の香川義文さんの指導で、輪積み法
を用いて縄文土器づくりの体験を行った。

その他

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

参加人数 下記のとおり 担当課 文化課文化振興係

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

新聞 その他(

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

子ども歴史講座事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
文化芸術活動を行う個人や団体を、行政が行う事業に積極的に活
用します。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

目的 子どもたちが考古や古賀の歴史について学ぶ機会を提供する。

日時

・内容
歴史資料館長による杏葉・勾玉についての講義及び体験（石膏で杏葉をつくり着色、勾玉キットで勾玉づく
り）を行った。

7月22日(金)

7月21日(木) ①10時～12時(杏葉づくり) 小学生　5人 ②14時～16時(勾玉づくり)

③10時～12時(勾玉づくり) 小学生　10人 ④14時～16時(杏葉づくり)

小学生　10人

小学生　6人

下記のとおり 会場 下記のとおり

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 シニア世代

全年齢

・内容
市内の遺跡をめぐる講座。みあけ史跡公園、鹿部山公園（＋皇石神社）、古賀グリーンパーク、船原古墳を
見学した。

13時30分～16時30分

・日時 10月8日(土) 14時30分～16時30分 ・参加人数 小学生　7人

22人（小中学生14人+参加者の家族8人）・日時 9月23日(金) ・参加人数

・会場 リーパスプラザこが交流館101調理室

・内容
歴史資料館館長による古代食についての講義を行った後、どんぐりの粉を使ったクッキーづくりや古代米を
混ぜたおにぎりづくりの体験を行った。

・日時 10月29日(土) 14時～16時 ・参加人数 小学生　12人
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題 両館をよりPRできるような工夫を盛り込んだ内容を協議・検討する。

内容

　閉館後の歴史資料館と図書館を探検するイベントを行った。
　歴史好きのイタズラお化けに乗っとられてしまった夜の歴史資料館と図書館から脱出するゲームで、班
ごとに分かれた参加者は懐中電灯を片手に、次々と出題されるミッションに挑戦した。
　新型コロナウイルス感染予防対策のため、あらかじめ家族や普段一緒にいる友人など、複数人で申込を
してもらい、一班とした。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

実施なし

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

参加者へのお土産を、イベント案内チラシを入れた「船原古墳オリジナルクリアファイル」にしたこと
で、事業と船原古墳の周知を同時に行うことができた。

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 ２２人 担当課 文化課文化振興係

シニア世代

全年齢 その他

目的 子どもたちが歴史資料館や図書館を身近に感じるためのイベント。

日時
12月3日(土)

18時30分～19時30分
会場

歴史資史料館・図書館・中会議室・ギャラ
リー

ナイトミュージアム＆ライブラリー事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

課題
・展示室の説明内容が子どもたちには難しい。子どもたちにもわかるよう、イラストや画像とあわせながら説明することを検討す
る。

内容

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

実施なし

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・古賀市内の小学校が見学し、郷土の歴史や古民具・農具について実物を見ることで歴史の学習の理解を深めた。
・市外の社会科見学で令和3年度に作成した見学用DVDを活用した。児童全員がものの写真を見ながら説明を受けることができた。
・社会科見学で昔の道具に触れる体験を取り入れた。実際に触ることで、子どもだちの学習への理解を深めることができた。
・令和3年度から市内小学3年生全員に配付している郷土読本「わたしたちのこが」を活用して社会科見学を実施したことで、自習
の機会へとつなげた。

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 下記のとおり 担当課 文化課文化振興係

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

新聞 その他( 校長会

シニア世代

全年齢 その他

人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

目的 子どもたちが考古や古賀の歴史について学ぶ機会を提供する。

日時 下記のとおり 会場 下記のとおり

【学校の社会科見学】

■花見小学校６年生
　・日時：7月7日(木)、8日(金)　10時～11時
　・人数：99人(児童93人＋引率教諭6人)
　・内容：社会科見学(歴史の学習)

■花鶴小学校２年生
　・日時：10月13日(木)　　10時～11時
　・人数：108人(児童103人＋引率教諭5人)
　・内容：生活科「みんなでつかう　まちのしせつ」

■青柳小学校５年生
　・日時：10月6日(木)　　10時～11時30分
　・人数：56人(児童52人＋引率教諭4人)
　・内容：「古賀市の宝を広めよう」

■遠賀町立島門小学校３年生
　・日時：11月25日(金)　13時～14時
　・人数：91人(児童86人、引率教諭5人)
　・内容：社会科見学(昔の道具とくらし)

■古賀東小学校３年生
　・日時：令和5年2月10日(金)　10時～11時30分
　・人数：108人(児童104人、引率教諭4人)
　・内容：社会科「市のうつりかわり」

■花鶴小学校３年生
　・日時：令和5年2月21日(火)　9時50分～11時30分
　・人数：107人(児童104人、引率教諭3人)
　・内容：社会科「市のうつりかわりと人々のくらしのうつりかわり」

■千鳥小学校３年生
　・日時：令和5年2月24日(金)　10時～11時15分
　・人数：49人(児童46人、引率教諭3人)
　・内容：社会科見学(昔のくらし)

■道雪会
　・日時：5月15日(火)　11時30分～12時30分
　・人数：大人25人
　・内容：中世について

■花鶴丘３丁目成人学級
　・日時：9月30日(金)　13時～14時10分
　・人数：大人16人
　・内容：船原古墳及び歴史資料について

■郷土の歴史を学びあう会
　・日時：10月4日(火)　9時30分～10時30分
　・人数：大人10人
　・内容：唐津街道について

■株式会社国際交流サービス
　・日時：10月15日(土)　17時～17時30分
　・人数：大人15人
　・内容：船原古墳と歴史資料館について

■福津郷土史会
　・日時：12月7日(木)　14時～16時
　・人数：大人16人
　・内容：①宗像・粕屋地域の歴史的つながりについて
　　　　　②船原古墳や鹿部田渕遺跡などについて

■久保区久住会
　・日時：令和5年2月28日(火)　14時～15時15分
　・人数：大人20人
　・内容：船原古墳について

歴史資料館見学者数　合計　720人

【一般団体の見学】

歴史資料館見学事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたちが文化芸術に親しむ機会を学校と連携を図り、提供し
ます。

古賀市の新しい魅力を興す
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題
SNSを活用した周知を行うことで、これまで周知が届いていなかった対象者への資料館利用促進へとつな
げる。

内容

　小中学校の長期休業期間中にあわせて開催した。小中学生を対象に、歴史クイズや昔のあそびを通して
歴史資料館に親しんでもらい、郷土の歴史を学ぶイベント。

■夏休みれきし体験パスポート
　・期　　　間：７月１６日（土）～８月２１日（日）　１０時～１８時
　・参加人数：２４９人
　・場　　　所：歴史資史料館展示室、ギャラリー

■冬休みれきし体験パスポート
　・期　　　間：１２月２３日（金）～令和５年１月９日（月祝）　１０時～１８時
　・参加人数：４０人
　・場　　　所：歴史資史料館展示室

■春休みれきし体験パスポート
　・日　　　時：令和５年３月２４日（金）～４月９日（日）　１０時～１８時
　・参加人数：１６７人
　・場　　　所：歴史資料館展示室、ギャラリー

※期間はすべて、歴史資料館の休館日を除く。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

感想等記入欄を設けていない。

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・就学前から中校生までの幅広い子どもたちが利用し、歴史資料館の展示物に関するクイズや昔あそび体
験を通して、郷土の歴史を学んでもらうことができた。
・アンケートで、「また歴史資料館に来たい」と回答した方が90％以上いたことから、歴史資料館に親し
みを持ってもらえたことが分かる。

新聞 その他( 教育委員会Facebook　、月刊おるね

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 下記のとおり 担当課 文化課文化振興係

シニア世代

全年齢 その他

目的 子どもたちが考古や古賀の歴史について学ぶ機会を提供する。

日時 下記のとおり 会場 下記のとおり

歴史資料館パスポート事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

15



令和4年度文化芸術事業報告書

短期

長期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題 ・地域の伝統行事や風習・昔の生活等を記録・保存し継承していくため、引き続き聞き取り調査を行う。

内容

全３回

■聞き取り日時：４月２０日（水）　１８時～１９時１５分
　・場所：リーパスプラザこが歴史資料館研修室
　・内容：鹿部について

■聞き取り日：４月２１日（木）　１０時～１１時
　・場所：リーパスプラザこが歴史資料館控室
　・内容：鹿部について

■聞き取り日：１１月２日（水）　１４時～１５時
　・場所：対象者自宅
　・内容：安部正也さんについて

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

実施なし

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・削平前の鹿部山やその周辺について聞き取りした内容を、企画展を通して市民に伝えることができた。

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 下記のとおり 担当課 文化課文化振興係

シニア世代

全年齢 その他

目的 高齢者に昔の話を聞くことで、古賀の歴史資料として保存を行う。

日時 下記のとおり 会場 下記のとおり

聞き取り調査事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。

古賀市の個性を起こす 宝を守る 文化財の保存、継承、整備を行います
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

長期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題
アンケート結果から、「市内」の方のうち、「ここに来て」本展示を知ったと回答した方が73%おり、周知方法を工夫することでよ
り来館者が増加すると考えられる。（SNSの活用）

内容

■船原古墳パネル展「古賀の宝　船原古墳の世界」
　学生や船原古墳を知らない方にもわかりやすい内容で、船原古墳に関するパネルの展示を行う。

【リーパスプラザこが歴史資料館ギャラリー】
　・期　　　間：４月２１日（木）～５月３１日（火）　１０時～１８時
　・観覧者数：５６１人
　※期間は、歴史資料館の休館日は除く。

【アクロス福岡コミュニケーションエリア】
　・期　　間：８月２９日（月）～９月４日（日）　１０時～１８時

【市役所２階市民ホール】
　・期　　間：１１月１５日（火）～２５日(金)　８時３０分～１７時
　※期間は、市役所の休業日を除く。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・説明文（解説パネル）がわかり易かった。パネルを読んだ後、DVDの映像を視聴して、より船原古墳の遺物が理解できました。
（ギャラリー）
・テレビなどで説明があってとてもわかりやすかったです。またもけいもあり当時はこんなのだったのかなと想ぞうすることがで
きました。（ギャラリー）
・れきしについていろいろわかったのでよかった。（ギャラリー）

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・アンケート結果から、市内7割以上、市外8割の方が「船原古墳」を知っていたことから、市内・市外に広く周知ができているこ
とが分かる。（ギャラリー）
・来場者集計表より、30代以下が57%と来場者総数の半数を占めていることから、若い世代の船原古墳の認知度が高まったことがう
かがえる。（ギャラリー）

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 下記のとおり 担当課 文化課文化振興係

シニア世代

全年齢 その他

目的 船原古墳等についてパネル展を開催することで、市内外に古賀の歴史を周知する。

日時 下記のとおり 会場 下記のとおり

船原古墳パネル展

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。

古賀市の個性を起こす 宝を守る 文化財の保存、継承、整備を行います。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

長期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題 ・はじめての参加だったこともあり、会場設営に時間を要した。今後余裕をもって準備を行う。

内容

■第２１回古賀市子どもわくわくフェスタ（古賀市教育委員会主催）
　・日　　　時：１１且２７日（日）　１０時～１２時
　・会　　　場：リーパスプラザこが歴史資料館中会議室
　・来場者数：１７２人（イベント全体：約１，２００人）
　・内　　　容：昔のあそび体験（けん玉、ふくわらい、紙ずもう、折り紙、すごろく）

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

実施なし

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・今回初めて参加をした。多くの子どもたちが昔のあそびを楽しんでおり、好評だった。また歴史資料館
の事業を周知することができた。今後も積極的に参加するよう検討する。

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 下記のとおり 担当課 文化課文化振興係

シニア世代

全年齢 その他

目的 市内イベントに参加することで、市内外に歴史資料館や古賀の歴史を周知する。

日時 下記のとおり 会場 下記のとおり

出張歴史資料館事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。

古賀市の個性を起こす 宝を守る 文化財の保存、継承、整備を行います。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題
・アンケートから、家でも読めるようにパネル内容をコピー配布してほしいとの意見が3件あった。より市民に関心
をもってもらうためにも、縮小したものの配布を検討する。

内容

全２回

■「戦争とくらし～兵士になる～」
　・期　　　間：１２月１日（木）～１１日（日）　１０時～１８時
　・観覧者数：２４４人
　・内　　　容：戦前の日本男子最大の義務であった兵役について、そのしくみや兵士を送り出す思いな
どを所蔵資料とパネル展示で紹介した。

■パネル展「薦野増時と薦野立花家の人々～増時没後400年～」
　・期　　　間：令和５年３月１日（水）～１９日（日）　１０時～１８時
　・観覧者数：４０２人
　・内　　　容：薦野増時とその系譜につらなり、黒田藩に仕えた薦野立花家の代表的な人物をパネルで
紹介した。

※期間はすべて、歴史資料館の休館日を除く。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・大変興味深く拝見しました。黒田立花家について初めて知ることが多く良い内容だと思いました。（薦野増時と薦
野立花家の人々）
・パネルの内容がとても分かりやすく勉強になりました。学芸員の方がまとめられたのでしょうか。太平洋開戦の日
に貴重な展示みてあらためて戦争や平和について考えるきっかけとなりました。（戦争とくらし）

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・これまでに寄贈いただいた資料を活用したことで、戦争についてより身近に考える機会を提供できた。（戦争とく
らし）
・アンケートから、内容が「とても良い」「良い」の回答が85％と好評だった。（薦野増時と薦野立花家の人々）

新聞 その他( 教育委員会Facebook

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 下記のとおり 担当課

シニア世代

全年齢 その他

目的 自然史や歴史についてパネル展を開催することで、市内外の方に古賀の歴史を周知する。

日時 下記のとおり 会場 リーパスプラザこが歴史資料館ギャラリー

特集展示事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

長期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題
・講演会においては、参加者の歴史知識の習熟度等に差があるため、情報提供内容（方法）を工夫する必
要がある。
・船原古墳の認知度はまだまだ低く、周知などの手法について、更に検討を加える必要がある。

内容

・船原古墳解説映像の公開
　令和3年度に制作した船原古墳の概要等をわかり易くまとめた解説動画を日本語を始め、英語、韓国語
と順次、YouTube配信を行った。あわせてショート動画も作成し配信を行った。

・船原古墳の地元・谷山区での講座開催
　船原古墳の横で土坑が発見されて10年を迎え、改めて古賀市が誇る船原古墳の価値を伝えるため地元谷
山区で講座を行った。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・船原古墳の地元だが、初めて聞く内容もあり、改めて船原古墳のすごさ・価値をわかった。

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・船原古墳解説映像は10月公開後、年末には視聴人数が2万人を達することができた。韓国語・英語にも対応してい
るので、幅広く視聴されており周知が広がっている。
・谷山区長や船原古墳広報部（谷山区）と協議し、分別収集日に開催することで、当日の分別当番の組長や、分別に
来られた人が気軽に立ち寄る環境ができたと思う。講演時間も質疑の含めた45分、内容もわかり易くした。次年度も
開催する予定である。

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 会合計　43人 担当課 文化課文化財係

シニア世代

全年齢 その他

目的 船原古墳について講演会を開催するなど調査成果を公表することで、市内外に船原古墳を周知する。

日時
令和5年1月29日（日）
令和5年3月26日（日）

会場 ともに谷山区公民館

船原古墳等公開活用事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。

古賀市の個性を起こす 宝を守る 文化財の保存、継承、整備を行います。
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令和4年度文化芸術事業報告書

長期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題 ・現地の整備、そして活用などについて今後検討する必要がある。

内容

・船原古墳出土品の土やサビ等を取り除くクリーニング作業
・船原古墳出土品の実測や写真撮影などの記録化作業
・船原古墳出土品遺物付着の有機質の調査
・最新技術を利用した船原古墳出土品の調査及び記録化作業

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・船原古墳出土品のクリーニング作業、記録化作業、有機質調査は、当初の予定通り完了することができ
た。

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 - 担当課 文化課文化財係

シニア世代

全年齢 その他

目的 船原古墳の調査を進めることで、歴史的・学術的価値を確立し、古賀の宝として保全し整備を行う。

日時 随時 会場 -

船原古墳等調査整備事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝を守る 文化財の保存、継承、整備を行います。
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令和4年度文化芸術事業報告書

長期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題
・船原古墳以外の文化財等の周知化は十分にできていない状況で、船原古墳と関係性を持たせて保全など
を進め、周知化を行う必要がある。

内容
・各種開発に伴う埋蔵文化財取扱いに関する事前協議など
・埋蔵文化財の確認・試掘調査の実施と成果の報告
・本発掘調査の実施と出土品の整理作業など

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・各種開発に伴う事前協議、確認・試掘調査は適切に実施できた。
・埋蔵文化財記録保存のための発掘調査3件実施（青柳大内田遺跡・旦ノ原遺跡・日焼原遺跡）

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 - 担当課 文化課文化財係

シニア世代

全年齢 その他

目的
文化財の保全を目的として、土地の開発を行う際、文化財存在の有無を確認し、開発によって文化財に影
響がある場合は、発掘調査等を実施する。

日時 随時 会場 -

遺跡発掘等事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝を守る 文化財の保存、継承、整備を行います。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

図書館まつり事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

目的 幅広い年齢層の市民、利用者に読書活動の普及と図書館利用の促進を図る。

日時 9月23日(金)～10月2日(日) 会場
リーパスプラザこが

図書館、歴史資料館・中会議室、
交流館・多目的ホール

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 イベント参加人数　619人 担当課 文化課図書館係

シニア世代

全年齢 その他

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

課題
・著名な作家による講演会は市民の要望も多く、読書への関心を高めるきっかけにつながることが期待さ
れるが、講師料が高額なこともあり開催が難しい状況である。

内容

【図書館まつり(図書館Week2022)】
　〈参加型〉・「おはなし会スペシャル(市内地域文庫6団体/出演)」
　　　　　　　・「どようおはなし会プラス」（いつもの「おはなし会」に、「影絵遊び」をプラス）
　　　　　　　・「名画会」「子ども映画会」
　〈体験型〉・「手芸体験～フエルトでアンパンマンの顔をつくろう～」
　　　　　　　・「スタンプラリー」他
　〈展　 示〉・「みんなの本棚（利用者がおすすめする本の紹介）」
　　　　　　　・「高校生が作成した、市立図書館おすすめ本のPOP紹介」
　　　　　　　・「『布の絵本ボランティア つくしんぼ』の紹介、作品展示」
　　　　　　　・「ブックリサイクル（学校・幼稚園、読書ボランティア団体は別途内覧会を実施）」

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・今年度は「図書館Week2022」と題し、開催日程を9日間と長くしたため、期間前半に来館した利用者が
スタンプラリーによって複数回来館するなど、イベント参加者・来館者が増加した。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

読書活動促進事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

目的
市民や読書ボランティア等に対して、講座や講演会を開催し、市民の多様な学習機会を提供・支援し、読
書活動の促進を図る。

日時 下記のとおり 会場
リーパスプラザこが

交流館・多目的ホール、
歴史資料館・中会議室

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 - 担当課 文化課図書館係

シニア世代

全年齢 その他

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

課題
・参加者が少ない事業の他に、継続して行っている講座についても見直しを行い、新たな市民のニーズや
地域の課題に対応した情報提供等ができるように計画していく必要がある。

内容

体験学習を交えた広がりのある読書イベントを開催し、読書の楽しみを拡げ、読書活動の推進を図った。
・「子ども読書の日イベント(「どようおはなし会プラス」「本のお楽しみ袋の貸出」「感想文・
　ぬりえ募集・展示」)/4月23日、35人参加、貸出数44/50ｾｯﾄ、感想文12人・ぬりえ49作品提出
・古賀竟成館高校図書委員による 「おすすめ本のPOP作り講座」/7月27日、13人参加
・「布の絵本づくり講座(「クリスマス小物づくり）」／10月7・14・21日、延39人参加
・「文学講座　中村哲と火野葦平」/2月12日、92人参加

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・「図書館を利用していない潜在的利用者層への働きかけ」を含め、図書館の魅力を紹介し、読書の喜び
を伝え読書の質を高めるため取組に努めた。
・参加希望者が多く、早くに定員に達し、市民の関心の高さが伺えた。
・紹介した関連図書の貸出も多くあり、図書館の利用促進につながった。

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・市立図書館に若い世代の興味関心を向け利用につなげる目的で開催した、「古賀竟成館高校図書委員を
対象としたPOP講座・作品展示」は、普段の図書館利用層には目新しく、紹介した本も常に貸出された状
態であった。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

セカンドブック事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

古賀市の新しい魅力を興す ざわめきづくり
他部局との連携を図り、情報を共有し、新しい発想の事業を進め
ます。

目的
読書に対する子どもの興味・関心を高め読書好きな子どもを育成すると共に、保護者が子へ本の読み聞か
せをすることでお互いに心豊かな時間を過ごし絆を深める一つの機会として家読の推進を目的とする。

日時 毎月3歳児健診実施時 会場 サンコスモ古賀

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数
引換券送付人数：506人

配布人数：474人（引換率　94％）
担当課 文化課図書館係

シニア世代

全年齢 その他

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

課題 ・絵本の配布で終わらせず、継続的な読書習慣への働きかけが必要である。

内容

【セカンドブック配布事業】
3歳の誕生日を迎える子どもと保護者に絵本の引換券を送付し、サンコスモ古賀で開催する「3歳児健診」
終了後に1冊プレゼントする。
・更に、読書のきっかけづくりや読書の習慣をつけてもらうため、「セカンドブックのしおり」を一緒に
配布し、本を通じて親子での豊かな時間がもてるように役立てていただくようにした。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・配布率は例年90％超で、子ども読書活動推進計画策定時に実施したアンケート調査では、「ブックス
タートやセカンドブックで贈った本を普段の読み聞かせに活用している家庭」は、6割弱となっている。
・同封している「3歳向けおすすめの本のリスト」は、保護者の関心も高く、また、配布の際に図書館へ
の来館を案内することで、家庭における読書のきっかけづくりになっている。
・更に、本年度は更なる来館を促すきっかけづくりのため、「図書館ノベルティグッズ(図書館ボラン
ティア作成による手芸作品)」の引換券配布を行った。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

小学１年生向け冊子配付事業

計画
該当
項目

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたちが文化芸術に親しむ機会を学校と連携を図り、提供し
ます。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

目的
子どもたちが市立図書館や学校図書館を利用するきっかけとなるよう、また、本に親しみ、楽しむこと
で、豊かな心や生きる力を育むことができるよう、市立図書館の利用を促す冊子を配布し子どもの読書活
動の推進をしていく。

日時 7月12・13・14日 会場
市立小学校8校

県立古賀特別支援学校

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数
市立小学校及び

県立古賀特別支援学校の1年生：655人
担当課 文化課図書館係

シニア世代

全年齢 その他

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

課題 ・効果的な利用につなげるための掲載内容の見直しが必要である。

内容
【小学１年生向け冊子配付事業】
　市内新小学１年生を対象に、市立図書館について、学校図書館とは異なる役割や利用の仕方などについ
て説明するとともに、おすすめ本の紹介リストを掲載するなど、来館を促す内容の冊子を配付した。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・冊子には、市立図書館の行事などを紹介しており、「子ども映画会」などのイベント参加時に、参加
シールを求める児童もおり、図書館来館へのきっかけとなっている様子がうかがえた。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

中期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

学校図書館・公共図書館相互貸借事業

計画
該当
項目

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたちが文化芸術に親しむ機会を学校と連携を図り、提供し
ます。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

近隣都市との広域的な連携を図ることで、文化芸術振興へいかし
ます。

目的
図書館利用者に対し、インターネット横断検索を利用した相互貸借を行うことで、国・県・市の公共図書
館の図書資料を有効活用し、必要とされる情報及び資料を提供する。

日時 随時 会場 古賀市立図書館⇔他市町図書館

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 - 担当課 文化課図書館係

シニア世代

全年齢 その他

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

課題
・資料の貸出、借受の冊数が増加傾向にあるため、相互貸借に伴う事務手続きの簡略化等について検討が
必要である。

内容

・公共図書館ネットワークを活用により横断検索で資料の検索を行い、公共図書館間相互に貸借を実施。
・利用者からのリクエストのうち、自館に所蔵がない資料について、他館にその利用を申込み、利用者に
提供する。
・市立図書館から各学校への貸出冊数：318冊（年間）
・学校図書館の市民開放用一般図書の配本を実施(2校/11校で実施)：320冊（年間）
・国・県・市の公共図書館ネットワークを活用し、相互貸借を実施：2,511件（年間）

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・市立図書館に所蔵のない資料を他公共図書館等と貸し借りすることで、限られた予算の中で図書資料の
有効活用ができた。
・情報化社会に対応したインターネットによる相互貸借を活用することで、利用者の利便性向上を図るこ
とができた。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

視聴覚資料利用促進事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

古賀市の新しい魅力を興す ざわめきづくり
他部局との連携を図り、情報を共有し、新しい発想の事業を進め
ます。

目的
市民・図書館利用者に対して、図書館が所蔵している視聴覚資料の上映を行うことで、作品を楽しく鑑賞
してもらうことや映画の楽しみを知ってもらう。

日時
名画会：年4回開催

子ども映画会：年4回開催
会場 歴史資料館・中会議室

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数
名画会：69人

子ども映画会：113人
担当課 文化課図書館係

シニア世代

全年齢 その他

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

課題 年々参加者が減少しているため、上映作品の選考や周知の方法等について検討したい。

内容
・図書館が所蔵している視聴覚資料（上映許諾権付）を「名画会」「子ども映画会」として上映。
上映にあたっては、参加者のニーズと上映権の許諾を考えて作品や文化的価値がある作品、評価が定まっ
た作品を選んだ。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・新型コロナウイルス感染症拡大防止策を講じた上で、名画会については、昔見た作品が身近に鑑賞でき
るのことを楽しみにして比較的高齢の方が多く参加している。
また10月には、人権センターとコラボで「男女共同参画関連作品」を上映し、参加者の幅が広がった。
・両映画会ともに、上映後は上映作品や作品に関連した図書資料の貸出が増加し、貸出促進を図ることが
できた。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

長期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

・「どようおはなし会（毎週）」

・「赤ちゃんおはなし会（第2水曜日）」

・「小さい子のおはなし会（第3水曜日）」

・「おはなし会スペシャル（10月2日）」

・「高校生によるおはなし会（玄界高校/7月29日）」

　「　　　同　　　　　　　（古賀竟成館高校/12月25日）」

年24回（2部制）、183人

年12回、161人

118人

42人

23人

読み聞かせ促進事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
文化芸術活動を行う個人や団体を、行政が行う事業に積極的に活
用します。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

シニア世代

全年齢 その他

目的
・子どもの読書活動の推進。
・読書活動に関する興味関心を深める。
・図書館を身近に感じてもらう。

日時 下記のとおり 会場
リーパスプラザこが

図書館
歴史資料館・中会議室

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 総参加人数　613人 担当課 文化課図書館係

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

課題
・参加者は増加傾向にあるが、おはなし会への参加で終わることなく、継続的な読書習慣への働きかけが
必要である。

内容

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・館内おはなしの部屋「こがめルーム」を、読書ボランティア団体の要望を踏まえ使い勝手よく改修する
と共に、新型コロナウイルス感染症拡大防止策を工夫しながら実施した。
・また、「おはなし会で読んだ本を紹介するコーナー」を整備しPRを行った。
・高校生が読み手として参加する「高校生のおはなし会」については、新たに竟成館高校を対象に加え実
施することができた。

読書ボランティアの協力も受け、絵本の読み聞かせを中心に紙芝居、手遊び等を交えながら、おはなし会
を実施。

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

年48回、1,029人
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令和4年度文化芸術事業報告書

長期

長期

中期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

地域文庫・読書ボランティア支援事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
文化芸術活動を行う個人や団体を、行政が行う事業に積極的に活
用します。

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
地域での文化芸術振興の活性化をめざし、地域施設の活用を進め
ます。

環境づくり - 文化芸術に関するネットワークづくりを行います。

目的
地域文庫や読書ボランティア団体に対して、図書館資料の団体貸出やスキルアップの為の研修等を実施
し、地域での読書活動の活性化を促す。

日時 会場 各文庫や各読書ボランティアの活動場所

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 担当課 文化課図書館係

シニア世代

全年齢 その他

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

課題
・地域文庫については、本の貸出数や利用者の減少、運営側の担い手不足が生じている。
また、読書ボランティア団体についても、一部では会員の減少が見られるため、今後も活動が継続して行
われるよう連携を図る必要がある。

内容

【地域文庫・読書ボランティア団体への団体貸出】
　　各地域での読書活動を促進するため、1か月間に100冊/まで利用できる団体貸出しを
　行った。（年間貸出総冊数2713冊）
【文庫連絡会】
　　活動成果の発表の場である「おはなし会スペシャル」の打合せを兼ねて、情報交換等
　を行った。
【読書ボランティア研修会】
　　講師を招へいし、「読み聞かせの大切さと絵本の選び方、読み聞かせの仕方」をテーマと
　した研修会を行った。(延べ50人参加)
【読書ボランティア団体交流会】
　　「第4次子ども読書活動推進計画(R4.10月策定)」の説明、特色ある活動事例の紹介(市内
　2団体から報告)・意見交換等を行った。(23人参加)
【読書ボランティア団体への支援】
　　地域ボランティア活動支援助成事業等の案内や各地域での研修会や講演会等の情報
　提供を行った。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各文庫やボランティア団体の活動休止や、学校行事等への
参加見送りが相次いだが、日程変更やコロナ対策を工夫しながら活動を行った団体もあった。
・団体貸出も例年より減少したが、文庫の自主的な活動を促し、図書館を利用することが難しい利用者へ
の読書活動を市内各地域へ広げることができた。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

レファレンスサービス事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

目的
情報を求めている市民・図書館利用者に対し、資料の調査をしたり、相談に応じることで情報の提供を行
う。

日時 随時 会場 図書館

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 市民、図書館利用者 担当課 文化課図書館係

シニア世代

全年齢 その他

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

課題
・多くの方に活用していただき、地域の課題解決などにつながる手段としても活用してもらうよう周知・
ＰＲする必要がある。

内容
・利用者の多種多様なニーズに応じて、資料及び情報提供を行った。
　　レファレンス：10,190件(口頭でのレファレンス:3,273件＋他館との所蔵調査:6,917件)

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・カウンターに、レファレンスサービスのポスターや看板を設置し、周知する取組を新たに行った。
・件数としては、R4年度から微増。内訳として、これまで尋ねて来られた方が調べ方のコツを理解し、自
身で対応する姿を見かけるなど、口頭による調べもの支援回数は減少し約1割減となった。一方で市立図
書館にない本を他館から取り寄せる所蔵調査は1.2倍増となった。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

長期

長期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

視覚障がい者読書支援事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
文化芸術活動を行う個人や団体を、行政が行う事業に積極的に活
用します。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

全ての市民が参加できる、文化芸術の場を提供します。

目的
市内視覚障害者に対して、朗読ボランティアが録音した資料を活用し、読書の楽しみや情報の提供などを
実施する。

日時 不定期 会場 図書館

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 - 担当課 文化課図書館係

シニア世代

全年齢 その他

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

課題
・今後は、利便性が向上する電子書籍等の他に、DAISY・点字図書・大活字本などの需要を踏まえ、視覚
障害者等のニーズに応じた資料の提供や支援ができるよう取り組む必要がある。

内容
・朗読ボランティアが録音したテープや図書館の資料（カセットブック録音図書）を無償郵送システムを
使って視覚障害者へ提供する。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・録音図書の配送依頼はなかったものの、広報誌などの録音図書を図書館の資料として配架する事業は引
き続き行った。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

長期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題 図書司書と司書教諭とのさらなる連携のもと読書推進に取り組むこと

内容 図書委員会活動、読書週間や月間の取組、朝読書や読み聞かせボランティア活動、うち読の取組　等

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、縮小した活動もあるが、できる範囲で行った。
・図書の時間に本の調べ方の学習などを行うことにより、読書指導の充実を図ることができた。
・朝の活動で新聞学習、朝読書を取り入れることで知識欲が増し、読書力がついた。
・各学校で読書週間を行い、読書週間をきっかけとして読書推進につながることができた。
・ビブリオバトルや学級文庫、しおりコンクール、読書量の視覚化等の取組で、読書に関心を持つことに
つながった。
・花鶴小学校が、令和４年度「子供の読書活動優秀実践校」文部科学大臣表彰を受賞した。

新聞 その他( 図書館だより、Facebook

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 保護者　児童　生徒　教職員 担当課 学校教育課指導係

シニア世代

全年齢 その他

目的 読書に対する興味・関心を高め、豊かな心を育てる

日時 随時 会場 学校図書館

読書推進事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
教育機関との連携を図りながら、子どもたちの視点を大切にした
文化芸術活動を目指します。

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
文化芸術活動を行う個人や団体を、行政が行う事業に積極的に活
用します。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたちが文化芸術に親しむ機会を学校と連携を図り、提供し
ます。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

長期

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題

内容
検温及び消毒の徹底、開催時間の短縮等、新型コロナウイルス感染症対策を徹底して事業を実施し、２６
団体(ステージ１０団体、体験ブース１６団体)が参加して子どもたちにさまざまな体験活動の場を提供し
た。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・子どもたちがとても楽しかったと話していた。毎年楽しみにしてるイベントの一つです。
・当日はたくさんの子どもたちと交流ができ、製作物が喜ばれることや接客のやりがい等、たくさん貴重
な体験ができた。

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

令和２年度は事業を中止したが、子どもたちの貴重な体験活動の場・発表の場を確保するため、運営委員
会で何度も検討を重ね、コロナ禍での事業実施を実現することができた。

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 1,046人 担当課 青少年育成課青少年育成係

シニア世代

全年齢 その他

目的
古賀市内外で活動している青少年育成団体が集まり、体験の場や発表の場を設けることにより、子どもた
ちの自主性や豊かな心を育むこと、また企画運営をとおして、育成団体相互の連携を深めることを目的と
しています。

日時
令和4年11月27日(日)
9時30分～12時00分

会場 リーパスプラザこが

青少年活動支援事業(わくわくフェスタ)

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
文化芸術活動を行う個人や団体を、行政が行う事業に積極的に活
用します。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。
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令和4年度文化芸術事業報告書

長期

長期

短期

中期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題

内容

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 - 担当課 青少年育成課千鳥児童センター

シニア世代

全年齢 その他

目的
音楽スタジオやダンススタジオを利用する子どもたちに、練習の成果を発表する場や異年齢の子どもたち
の交流の場を設けることで、自主性や協調性、豊かな心を育むことを目的としています。

日時 - 会場 -

青少年活動支援事業(コスモックスまつり)

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
教育機関との連携を図りながら、子どもたちの視点を大切にした
文化芸術活動を目指します。

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
地域での文化芸術振興の活性化をめざし、地域施設の活用を進め
ます。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

環境づくり - 文化芸術に関するネットワークづくりを行います。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

月 月

4月 10月

5月 11月

6月 12月

7月 1月

8月 2月

9月 3月

内容

デザイン書道に挑戦しよう！(九産大との連携)

草木染に挑戦！

作って遊ぼう！①(生涯学習推進課との連携)

ミニパラシュート(九産大との連携)

折り染マスクケース

羊毛を使ってコースターを作ろう

作って遊ぼう！②(生涯学習推進課との連携)

発泡スチロールはんこ(九産大との連携)

プラバン工作

デッサンをしよう！(九産大との連携)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

課題

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため定員を縮小したが、ほぼ例年通り実施した。また九州産業大
学と連携して事業を実施した。

内容

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・はじめてはりこを作って楽しかった。またお家でもつくれるから。
・私は友だちにある作品を上手だねと言われて工作が好きになりました。

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

参加人数を制限する等感染症防止対策を行い、子どもたちにアートの楽しさを届けることができた。
また、アート教室で作成した作品の作り方を、後日ホームページやフェイスブックで紹介することで、事
業に参加しなかった子どもたちにもアートの楽しさを広める工夫をした。

スクラッチアート(九産大との連携)

内容

はりこＤＥランタン

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

参加人数 のべ168人 担当課 青少年育成課青少年育成係

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

新聞 その他( 「こがっち」を小中学校に配布し周知

区分
(複数可)

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 シニア世代

全年齢 その他

目的
アートを通じた自己表現力の向上をめざすとともに、土曜日に開催することで子どもの居場所づくりに資
するものとする。

日時
毎月第1土曜日

10時00分～12時00分
会場 リーパスプラザこが交流館等

青少年活動推進事業(アート教室)

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
教育機関との連携を図りながら、子どもたちの視点を大切にした
文化芸術活動を目指します。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。
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令和4年度文化芸術事業報告書

長期

短期

短期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題
古賀キッズブラスの部員は現在7名であり、より充実した音楽活動を展開するために、新たな部員の確保
が課題となっている。

内容
新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、可能な期間で定例活動を行った。
また「古賀市子どもわくわくフェスタ」の体験ブースにおける活動紹介や、定期演奏会等の活動を行っ
た。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

新型コロナウイルス感染症対策を行いながら活動を行い、成果発表の場である定期演奏会を行うことがで
きた。

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 7人 担当課 青少年育成課青少年育成係

シニア世代

全年齢 その他

目的 音楽をとおした体験活動により、自主性や協調性、豊かな心や表現力を育むことを目的としています。

日時
火・木曜日
18時～20時

会場 小野小学校せんだんホール

青少年音楽活動支援事業

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
地域での文化芸術振興の活性化をめざし、地域施設の活用を進め
ます。

古賀市の個性を起こす 宝を伝える
古賀市が誇る文化、歴史、風景などの環境や文化芸術活動を積極
的に市内外へ情報発信します。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

長期

短期

中期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題
・地域課題解決型など、より良い事業への見直しや磨きをかける必要がある。
・市民講座の受講後、学習意欲の継続や活躍の場の情報提供を、関係団体等と連携しながら、さらに進め
ていく必要がある。

内容 【講座】座学、体験講座、家庭教育講座、ウォーキング講座、親子対象講座等

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・知らないことを多く学ぶことができた
・本で知っていたことを実際に体験できた

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

「リーパスカレッジ」という講座が定着し、前期に続いて後期も申し込む人が増えた。
子どもと一緒に参加できる講座を組み込んだところ、当該講座に申し込んだ者が大人のみを対象とした講
座にも申し込むなどの流れが見られ、若い世代の申し込みが増えた。

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 受講生・一般市民　868人 担当課 生涯学習推進課公民館係

シニア世代

全年齢 その他

目的

社会の成熟化に伴い、幅広い年代の人々の学ぶ意欲が高まっている。
人々が生涯のいつでも自由に学習の機会を選択して学ぶことができ、その成果が適切に評価されるような
生涯学習社会の実現をめざしている。
その一環として、「市民が主体となって学びあい、教えあい、高めあうことにより、心豊かに学び続ける
人が育つまちづくり、仲間づくりに貢献すること」を目的に市民講座を開催する。

日時 令和4年5月～令和5年3月 会場 リーパスプラザこが交流館　他

リーパスカレッジ

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をみつける
リーパスプラザこがなどの文化施設を活用した学習機会を提供し
ます。

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
文化芸術活動を行う個人や団体を、行政が行う事業に積極的に活
用します。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

古賀市の新しい魅力を興す ざわめきづくり 文化芸術団体の新たな人材育成を進めます。
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令和4年度文化芸術事業報告書

短期

中期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題
国の方針転換に伴い古賀市も、拠点施設に広い範囲から高齢者を集めて、健康づくりや生きがいづくりを
行う方法から身近な地域の公民館等で生きがい活動をシフトすることとしたため、しゃんしゃん事業の継
続が課題。

介護認定の有無にかかわらない、おおむね６０歳以上が利用対象。
ボランティアの協力により、プログラムを変更することなく行うことができた。利用者が安心して利用で
きるようにコロナ対策を徹底した。

【主な取り組み】
　・楽しみながら日常生活を意識した運動。
　・生活習慣の改善につながる教室。
　・昔やっていた遊びや趣味活動。
【活動内容例】
　・健康麻雀 　　・手芸活動　　 ・ステンシル　　・フラワーアレンジメント
　・各健康教室(口腔衛生・認知症予防・食事に関する教室等)
　・体操に関する教室(リラックス体操・体操カラオケ・よさこい健康体操等)

内容

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

ボランティアの協力により、新規プログラム(チャレンジ紙芝居、表情筋エクササイズ、介護予防体操、
ボール体操)を導入した。

コロナ
の影響

例年通り実施

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等)

形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

講座

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 のべ3,211名/年 担当課 福祉課福祉政策係

シニア世代

全年齢 その他

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

新聞 その他(

目的 文化的活動をとおして高齢者の生きがいつくり、健康づくり、社会参加を促進する。

日時
火曜日～土曜日

10時～15時
会場 古賀市社会福祉センター

介護予防・生きがいづくり支援事業(しゃんしゃん)

計画
該当
項目

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

環境づくり - 文化芸術と他のジャンルが交流・協働する機会をつくります。
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短期

中期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題
国の方針転換に伴い古賀市も、拠点施設に広い範囲から高齢者を集めて、健康づくりや生きがいづくりを
行う方法から身近な地域の公民館等で生きがい活動をシフトすることとしたため、現在の指定管理期間の
満了で事業は廃止。

利用対象は介護認定がない、おおむね６０歳以上。
人数が多い講座は、午前と午後に分ける等、１回あたりの人数を制限している。コロナ禍で、講師が活動
を自粛しているコーラスと折紙は活動を停止している。

【主な活動】
・木工　・革細工　・ウクレレ教室 　・布草履づくり　・コーラス　・絵画
・押し花　・野菜作り　・ヨガ　・フラダンス

内容

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・モノづくりは質が向上し、活動によってできた作品の中には販売できるものがあり、製作者や一緒に制
作している仲間のセンター利用(社会参加)の動機付けになっている。
・ウクレレは技量の向上が顕著で演奏依頼が多く大いに地域等に貢献している。また、発表意欲の高まり
は単独コンサートを開催するなど社会参加に繋がっている。

コロナ
の影響

例年通り実施

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等)

形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

講座

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 のべ2,462人/年 担当課 福祉課福祉政策係

シニア世代

全年齢 その他

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

新聞 その他(

目的
利用者は健康づくり資する文化的な活動のノウハウを習得し、地域や高齢者施設等においてノウハウを活
用し自身の社会参加や健康づくりを促進するとともに、地域等の健康づくりに貢献する。

日時
月～金曜日

10時～15時(一部不定期)
会場 古賀市介護予防支援センター

介護予防支援センター(りん)管理運営事業

計画
該当
項目

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

環境づくり - 文化芸術と他のジャンルが交流・協働する機会をつくります。
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長期

短期

中期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題 地域の公民館等活動の場及び参加者を増やす。コロナ禍で低下した活動への意欲向上が必要である。

内容
・鍵盤ハーモニカ、合唱等の音楽活動をとおして健康づくりを進めている地域に音楽サポーター(ボラン
ティア)の派遣、楽器の無償貸与及び楽譜等教材の提供を行う。

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・仲間と交流ができて楽しい。
・１曲１曲取組むことが、小さな目標になっている。
・交流会は開催できなかったが自分達の演奏風景の録画も楽しかったし、DVDで各地域の演奏を聴くこと
ができて良かった。

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・地域の音楽活動の参加者が集まる音楽交流会が開催できなかったため、各地域の演奏風景を撮影し１枚
のDVDにまとめ、各団体に配布した。
・家トレブックVol６を作成し、地域の音楽活動の参加者に１冊１００円で販売。新しい曲や、自宅でで
きる１０分トレーニングを紹介し、継続して取り組める内容になっており、参加者の意欲向上につながっ
ている。

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 のべ参加者2,738人/年 担当課 健康介護課健康づくり係

シニア世代

全年齢 その他

目的
地域で行われる音楽活動をとおした健康づくり・仲間づくりを、介護予防音楽サポーター(ボランティア)
が支援する。

日時 各地域において実施 会場 地域の公民館等

地域介護予防音楽活動支援

計画
該当
項目

古賀市の個性を起こす 宝をいかす
地域での文化芸術振興の活性化をめざし、地域施設の活用を進め
ます。

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

環境づくり - 文化芸術と他のジャンルが交流・協働する機会をつくります。
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短期

中期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題
・昨年度に引き続き、介護予防サポーターの活動の場の確保
・講座により出前の依頼に偏りがあるため、依頼が少ない講座のつどいの場等への周知

内容

文化活動、体操・運動による健康づくりや地域活動に資する技術等を習得し、地域や高齢者施設等で行わ
れる健康づくりや社会参加を支援する介護予防サポーター(ボランティア)を養成する。

・鍵盤ハーモニカ ・太極拳・絵手紙・詩吟・ギター弾き語り・群読・脳トレ・暮らしの中で楽しむ花・
ハーモニカ・博多にわか・クラフト人形づくり・花野菜づくり・シャンテ

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

・多様な活動に参加し、生きがいになっている。
・生活のリズムづくりに役立っている。
・介護予防サポーターとして地域の高齢者の介護予防活動に関わることが自分自身の介護予防につなが
る。

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・コロナ禍で出前講座の依頼数が減っていたが、徐々に依頼が増え、介護予防サポーターの活動の場も増
えてきた。

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 のべ1,488名/年 担当課 健康介護課健康づくり係

シニア世代

全年齢 その他

目的
センター利用者は健康づくり資する文化的な活動のノウハウを習得し、地域や高齢者施設等においてノウ
ハウを活用し自身の社会参加や健康づくりを促進するとともに、地域等の健康づくりに貢献する。

日時
月曜日～金曜日
午前及び午後

会場 古賀市地域活動サポートセンター

地域活動支援センター(ゆい)管理運営事業

計画
該当
項目

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

環境づくり - 文化芸術と他のジャンルが交流・協働する機会をつくります。
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短期

中期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題 親の育児力の向上を図るような取組を今後も提供していく必要がある。

内容

新型コロナウイルス感染症対策を講じ、事前申込制とし、０歳～就学前までの子育て中の親子を対象。他
市町村の親子は対象外だが、里帰り・長期滞在利用可。下記のとおり実施(国のコロナ対策が変わり3月13
日～事前申込不要、時間制限なしとする)
・親同士の交流の場の提供
・子育て支援情報として、でんでんむしだより、遊びの紹介、地域の子育て支援事業等を提供
・夏休み等長期休暇中に主に３歳以上児を対象に遊びの場を提供(わんぱくタイム)

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・コロナ禍の中、乳幼児と保護者の居場所を確保することで、子育て家庭の不安感・孤立感の軽減に努め
る
・スタッフのかかわりによって、親同士の交流を促進するとともに、適切な情報を提供することができた
・月齢児に応じた遊びのスペースを設けることで、子どもが主体的に遊べるように工夫した
・課内(保健師・助産師・栄養士・保育士・心理士・子ども家庭係・保育手当係)で連携し、気になる親子
の見守り、つなぐ役割を果たしている
・「わんぱくタイム」を長期休暇中にリーパスプラザこがにおいて実施した

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 乳幼児数：3,340人 担当課 子育て支援課子育て支援係

シニア世代

全年齢 その他

目的
・子育て中の親子が気軽に利用し、交流を通じて情報交換や仲間づくりの場を提供する。
・育児相談等を実施し育児負担の軽減や支援機能の充実を図り子育て支援を行う。

日時
月曜日～金曜日

9時～16分
会場 サンコスモ古賀

乳幼児親子居場所提供事業

計画
該当
項目

古賀市の新しい
魅力を興す

人にやさしい
まちづくり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

環境づくり - 文化芸術と他のジャンルが交流・協働する機会をつくります。
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短期

中期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題
今後も育児の孤立感や不安感を防ぐため、関係機関との連携を強化しながら、適切な支援や親子の見守り
を継続していく。コロナ禍で親同志の交流の時間が減少した為、交流時間の工夫をしていく。

内容

・新型コロナウイルス感染症予防対策を講じて実施
・わらべうた、手あそび、読み聞かせの等の親子遊び
・月齢に応じた生活リズム習得の啓発
・誕生会(1歳誕生広場)
・育児相談

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・個別相談の実施、また、市の様々な相談窓口や年齢に応じた事業の紹介をし、適切な支援へとつなげて
いる

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 乳幼児数：161人 担当課 子育て支援課子育て支援係

シニア世代

全年齢 その他

日時

●月1回(1歳誕生広場)
10時～10時30分

●年4回(2歳元気っこ広場)
10時30分～11時30分

会場 サンコスモ古賀

同年齢の子どもを持つ親同士の交流や情報交換などをして、子育てに関する不安や悩みを軽減する。目的

乳幼児親子相談事業

計画
該当
項目

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

環境づくり - 文化芸術と他のジャンルが交流・協働する機会をつくります。
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短期

中期

ＴＶ 視察受入 )

人材育成

その他文化的要素を利用した事業

中止

課題
さらに事業の周知を図り、絵本を通じて楽しく豊かな親子のコミュニケーションが取れるよう支援してい
く。５年度は市立図書館も開催場所として追加、対象児を４～５か月児と保護者へと移行していく予定。

内容

新型コロナウイルス感染症対策を講じて、６か月～８か月児とその保護者を対象に以下の内容を実施
・わらべうた、ふれあいあそび
・絵本の読み聞かせ
・図書館からの説明(ブックスタートの趣旨・配布物の説明・図書利用カード・ねえよんで他)
・基本的生活習慣の習得に関する啓発
・児童館・児童センターからの説明(乳幼児事業・利用にあたって・利用カード・施設内見学他)
・絵本引き換え
・育児相談

参加者
等感想

【アンケート等実施の場合は、参加者等の代表的な感想を３つ程度ご記入ください。】

成果

【「対象者を拡大した」「新たに取り組んだこと」などもあわせてこちらにご記入ください。】

・地域の子育て支援拠点である児童館・児童センターを利用するきっかけづくりとして、令和３年度から
３児童館・児童センターで実施し２年目となる。
・絵本のと出会い、読み聞かせの楽しさや絵本選びについて伝える。
・つどいの広場「でんでんむし」や、他の子育て支援施設の紹介をする中で、利用の促進を図り、保護者
同士のつながりのきっかけづくりとなっている。
・乳児家庭全戸訪問等で出会った児童との再会の場となり、保護者からの育児相談を受ける中、当該家庭
の現況確認ができている。
・事業に参加できない家庭には、絵本を持って訪問をする等、支援のきっかけになっている。
・ブックスタート事業を通じて、赤ちゃんの成長には、心と身体の両方の発達が必要であることを考えて
もらうきっかけになった。

新聞 その他(

コロナ
の影響

例年通り実施 形態を変えて実施、もしくは代替事業

※「例年通り実施」「形態を変えて実施、もしくは代替事業」の場合はその内容を下欄「内容」にご記入ください。

区分
(複数可)

講演会 イベント(祭りやコンサート等) 講座

外部発信
(複数可)

広報及び行事予定表 HP及びTwitter ポスター及びチラシ

対象
(複数可)

幼少期(就学前) 学生(小中高大) 子育て世代 

参加人数 乳幼児数：131人 担当課 子育て支援課子育て支援係

シニア世代

全年齢 その他

目的

・乳児と保護者が絵本を介して向かい合い、「あたたかくて楽しいことばのひと時」を持てるよう支援す
る。
・子育て中の親子の居場所や子育てに関する相談・情報提供を行い、育児不安や子育て負担の軽減を図
る。
・基本的生活習慣の習得。

日時
月１回

10時15分～12時
会場

米多比児童館
千鳥児童センター

ししぶ児童センター

乳幼児絵本との出会い促進事業

計画
該当
項目

古賀市の新しい魅力を興す
人にやさしいまちづ
くり

子どもたち、子育て世代、シニア世代が文化芸術に触れる機会を
提供します。

環境づくり - 文化芸術と他のジャンルが交流・協働する機会をつくります。
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